
Ａ 試合会場レポート 試合番号 124 開催日 2022/12/17
令和4年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 男子 会場： 東京体育館

観客数： 3,128 開始時間： 18:10 終了時間： 20:47 試合時間： 02:37 主審： 服部　篤史 副審： 村中　伸
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＜監督コメント＞
( 井上(慎) ) ( ) ( ) ( )

　マッチポイントを取っていた３セ
ット目を失ってから、一気に流れが
変わり、逆転負けとなってしまいま
した。４、５セット目は相手の勢い
に押されてしまいました。本当に悔
しい負け方だが、自分の責任だと思
う。
　ファンの皆様ご声援ありがとうご
ざいました。

江 金子 福山 村山 　（監督代行　酒井　大祐）
　遅い時間にもかかわらず、たくさ
んの応援ありがとうございました。
　序盤からＪＴのサーブが効果が高
く、上手くサイドアウトを取る事が
出来ませんでした。３セット目から
変化のある多彩なアタックで相手を
上回る事が出来ました。ベンチの控
えのメンバーについて、チーム一丸
で声を出してくれました。
　明日までにリカバリーをして成長
できる１日にしたいと思います。
　本日もありがとうございました。
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＜要約レポート＞
　いよいよ準決勝も大詰めの試合となったジェイテクトＳＴＩＮＧＳ対ＪＴサンダーズ広島の戦い。
　第１セット、序盤から中盤にかけて両者一歩も譲らず白熱した展開になる。終盤JT広島はラッセルのサービスエースから一歩抜け出しリード
を奪った。最後はJT広島・江のサービスエースでこのセットを手に入れた。
　第２セット、中盤に入りJT広島の江、ラッセルが要所々々で得点を重ねリードを奪った。終盤に入りジェイテクト柳田のサービスエース、ウ
ルナウトのアタックで追いつくことに成功した。しかし最後はJT広島・坂下のブロックが決まり２セットを連取した。
　第3セット、序盤JT広島・安永のブロックが要所で決まりリードを奪う。じりじりと追い上げたジェイテクトは柳田のサービスエースで追い
つく。終盤一点を追う白熱した試合であったが、最後にジェイテクトは西田がアタックを決め、このセットを手に入れた。
　第４セット、波に乗るジェイテクトは序盤得点を重ねリードを奪う。その後も中盤にかけてリードを広げ、最後はジェイテクト村山のアタッ
クが決まり、２セットを連取した。
　第５セット、攻守ともにリズムに乗ってきたジェイテクトは序盤からリードを奪った。その後もリードを保ち最後はジェイテクト柳田のアタ
ックが決まり、勝利を手に入れ、決勝に駒を進めた。

作成者： 柴田　等

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


